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 研究要旨： 

多施設共同により、UC患者に対し、大腸内視鏡と大腸カプセル内視鏡を同日に行い、大腸炎症所見を比

較し、カプセル内視鏡アトラスを作成し、広く公表することを第一の目的とし、さらに大腸カプセル内

視鏡による炎症度評価スコアを作成することも目的とする研究を行った。本年度はカプセル内視鏡アト

ラスを作成し発刊、炎症度評価スコアを作成し論文化した。 
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A. 研究目的 

潰瘍性大腸炎（Ulcerative Colitis: UC）は、

大腸にびらんや潰瘍を形成する原因不明の炎症

性腸疾患である。UC の診断は、大腸内視鏡

(ColonoScopy: CS)や注腸 X線造影を行って、び

まん性に拡がる腸病変の性状や程度、罹患範囲な

どを確認する。カプセル内視鏡（Capsule 

EndoScopy: CE）は非侵襲的に腸粘膜の観察が可

能であり、本邦では第 2世代の大腸用 CE（CCE-2、

商品名 PillCam COLON 2 カプセル）が 2013 年 7

月に厚生労働省より承認された。CCE-2 の有用性

は大腸ポリープに対しては示されているが、UC に

対しては国内外で少数例の研究に限られている。 

そこで本研究の目的は、多施設共同により、UC 患

者に対し、CSと CCE-2 を同時に行い、大腸炎症所

見を比較し、カプセル内視鏡アトラスを作成し、

広く公表することを第一の目的とし、さらに

CCE-2 による炎症度評価スコアを作成することも

目的とする。 

 

B. 研究方法 

本研究は、北里大学北里研究所病院炎症性腸疾

患先進治療センター、東京医科歯科大学消化器内

科、東邦大学医療センター佐倉病院消化器内科、

大船中央病院で行われる多施設共同研究である。

UC 患者を対象に CCE-2 及び CSを実施し、画像を

収集する。検査当日は CCE-2 を先行して実施し、

同日に CSを実施するが、CS では可能な限り全大

腸を観察する。40例の CCE-2 画像および CS画像

からアトラス作成に必要な画像所見をピックア

ップし、アトラスを作成する。さらに CCE-2 によ

る炎症度評価スコアを作成する。 

（倫理面への配慮） 

本研究は各施設の倫理委員会の承認の後に研

究を行う。個人情報の保護にも十分に配慮し、各

施設間のデータのやり取りには匿名化情報を用

いる。 
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C. 研究結果 

平成 28 年度に、第一段階 40 例の画像収集が終

了、CCE-2 ビデオから判定した重症度スコアの項

目の重みづけ、採用項目の統計学的な解析が終了

し、スコアが完成した。平成 29 年度には、本ス

コアを論文化し、現在英文誌に投稿中である。カ

プセル内視鏡アトラスについては、「大腸カプセ

ル内視鏡を用いた潰瘍性大腸炎内視鏡画像アト

ラス」が完成し、平成 30年 3 月に発刊する。 

 

D. 考察 

平成 29 年度は、大腸カプセル内視鏡による潰

瘍性大腸炎重症度評価スコアを論文化した。さら

にカプセル内視鏡アトラスについては、「大腸カ

プセル内視鏡を用いた潰瘍性大腸炎内視鏡画像

アトラス」が完成した。今後はこのスコアの再現

性、病勢評価の正確性をみるための Validation 

study を検討する。 

 

E. 結論 

 平成 29年度は、大腸カプセル内視鏡による

潰瘍性大腸炎重症度評価スコアを論文化した。さ

らにカプセル内視鏡アトラスについては、「大腸

カプセル内視鏡を用いた潰瘍性大腸炎内視鏡画

像アトラス」が完成した。 

 

F. 健康危険情報 

 なし。本研究に起因する有害事象を認めず。 
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